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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　試薬を収容し、試薬情報を記録する情報記録媒体を有する試薬容器と、該試薬容器から
試薬を分注する試薬分注機構と、該試薬分注機構で分注した試薬を試料と混合する反応容
器とを備えた自動分析装置において、
　前記情報記録媒体に試薬情報を記録するための情報書込み手段と、
　複数の前記試薬容器を保管する第１の試薬保管手段と、
　該第１の試薬保管手段とは別に交換用の試薬容器を保管する試薬保管手段であって、試
薬保冷機能を有していない第２の試薬保管手段と、
　前記第２の試薬保管手段から前記第１の試薬保管手段に前記試薬容器を搬送する搬送手
段と、
　前記第２の試薬保管手段から排出された前記試薬容器を収納する収納部と、
　前記第２の試薬保管手段における前記試薬容器の搭載経過時間を計測し、該搭載経過時
間を記憶して、前記第２の試薬保管手段から前記第１の試薬保管手段に前記試薬容器を搬
送する直前、または、前記第２の試薬保管手段から前記収納部に前記試薬容器を排出する
直前に、前記情報書き込み手段で前記情報記録媒体に前記搭載経過時間を書き込むように
制御する制御手段と、
　を備えたことを特徴とする自動分析装置。
【請求項２】
　請求項１記載の自動分析装置において、
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　前記情報書込み手段が、情報読取り機能を備えるか、または別に情報読取り手段を備え
、
　該情報書込み手段、または該情報読取り手段が前記情報記録媒体に書き込まれた前記搭
載経過時間を読み取り、
　該搭載経過時間の累積を前記情報記録媒体に書き込むように前記制御手段が制御するこ
とを特徴とする自動分析装置。
【請求項３】
　請求項１記載の自動分析装置において、
　前記制御部は、
　前記第２の試薬保管手段に前記試薬容器が投入された投入時刻を、前記情報書き込み手
段で前記情報記録媒体に書き込むように制御することを特徴とする自動分析装置。
【請求項４】
　請求項１および２のうちのいずれか一項に記載の自動分析装置において、
　前記制御部は、
　前記第２の試薬保管手段における前記搭載経過時間に許容限界値を記憶し、
　前記第２の試薬保管手段から前記第１の試薬保管手段に前記試薬容器を搬送する直前に
、
　または、前記第２の試薬保管手段から前記収納部へ前記試薬容器を排出する直前に、
　前記情報書き込み手段で、該許容限界値を超過した時刻を前記情報記録媒体に書き込む
ように制御することを特徴とする自動分析装置。
【請求項５】
　請求項１記載の自動分析装置において、
　前記第２の試薬保管手段の温度を計測する手段を備え、
　前記制御部は、
　前記第２の試薬保管手段から前記第１の試薬保管手段に前記試薬容器を搬送する直前に
、
　または、前記第２の試薬保管手段から前記収納部へ前記試薬容器を排出する直前に、前
記第２の試薬保管手段における該温度が該許容限界値を超過した状態での前記試薬の搭載
経過時間を
　前記情報記録媒体に書き込むように制御することを特徴とする自動分析装置。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれかに記載の自動分析装置において、
　前記情報記録媒体はＲＦＩＤであることを特徴とする自動分析装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、血液、尿などの生体サンプルを分析する自動分析装置に係り、特に試薬容器
を自動的に交換する手段を備えた自動分析装置、及び自動分析装置における支援技術に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　血液，尿などの生体サンプルの定性・定量分析を行う自動分析装置は、処理検体数の増
加，測定項目の増加に伴い、試薬消費のスピードが速くなり、試薬容器交換の機会が増加
している。一方、人件費等のコストを低減させるため可能な限りオペレータへの作業低減
が求められており、試薬容器交換作業の簡素化が望まれている。
【０００３】
　また、自動分析装置の検体処理速度についても高速化してきており、試薬交換作業にお
いては、装置の動作を止めないことで分析動作の中断を最小限にすることが望まれている
。
【０００４】
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　例えば、特許文献１では、分析ユニットにある第１の試薬保管手段とは別に、交換用の
第２の試薬保管手段を設け、前記分析ユニット内の第１の試薬保管手段との間に搬送手段
を設けることにより試薬交換の作業の簡素化および分析作業中断の最小化を図っている。
【０００５】
　特許文献２では、容器内部の試薬に関する試薬情報を格納するためのメモリを有する試
薬容器を利用する分析装置と遠隔コンピュータとを有する分析システムにおいて、試薬容
器のメモリから試薬情報を読み出す工程と、当該試薬情報を基に試薬容器内の試薬の使用
可否を判断する工程と、試薬容器内の試薬が使用不可と判断された場合には、使用不可デ
ータを試薬容器のメモリに書き込む工程と、試薬容器内の試薬が使用不可と判断された場
合には、試薬容器ＩＤに対応して使用不可データを遠隔コンピュータにより管理される試
薬ＤＢに登録する工程とを実行する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００５－３７１７１号公報
【特許文献２】特願２００６－５２９２９６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上述した特許文献１では、従来の保冷機能を有する第１の試薬保管手段とは別に、特に
保冷機能を持たない交換用の第２の試薬保管手段を備えた自動分析装置において、第２の
試薬保管手段における試薬容器の搭載経過時間が長くなるにつれ試薬が劣化することが懸
念されるため、従来の保冷機能を有する試薬保管手段より高度な試薬管理が求められる。
本発明が解決しようとする１つ目の課題は、特に保冷機能を持たない交換用の試薬保管手
段を備えた自動分析装置において、従来の保冷機能を有する試薬保管手段と比べ、信頼性
の高い試薬管理を実現することにある。
【０００８】
　また、上述した特許文献２では、試薬容器のメモリに書き込む情報は使用不可の試薬情
報である。一方で、試薬容器は、同一機種における装置間はもちろんのこと、他機種の装
置間に渡って利用することができるため、試薬残量がある場合、試薬開封後からの経過時
間などの継続使用可能な試薬情報は、移設先の自動分析装置において有効な試薬情報とな
る。そこで、本発明が解決する別の課題は、自動分析装置上で管理される試薬情報のうち
、その中でも特に、継続使用可能な試薬情報を試薬容器に備えられた情報記録媒体に書き
込む自動分析装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、分析対象となる検体と、分析に用いられる試薬をそれぞれ分注し、分注した
それぞれの液体を混合し反応させ測定を行う自動分析装置において、試薬容器に備えられ
た試薬情報を記録する情報記録媒体と、情報記録媒体から試薬情報を読み取るための情報
読み取り手段と、前記試薬容器に備えられた試薬情報を記録する情報記録媒体と、情報記
録媒体に試薬情報を記録するための情報書込み手段と、試薬容器を保管する第１の試薬保
管手段と、第１の試薬保管手段とは別に交換用の試薬容器を保管する第２の試薬保管手段
と、交換用の第２の試薬保管手段から前記第１の試薬保管手段に試薬容器を搬送する搬送
手段と、第１の試薬保管手段，第２の試薬保管手段、および搬送手段の少なくとも１つに
情報書込み手段を備え、情報書込み手段で情報記録媒体に試薬情報を書き込むことを特徴
とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、信頼性の高い試薬管理を実現し、試薬交換等の作業によるオペレータ
の負担を軽減すると共に、分析中に試薬不足を発生させず、分析動作中断を最小化する自
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動分析装置を提供することにある。
【００１１】
　また、自動分析装置上で管理される試薬情報のうち、その中でも特に、継続使用可能な
試薬情報を利用する試薬管理を実現し、より高度な試薬管理を行うことで試薬やサンプル
の節約が図られ、さらに異常による分析精度の低下が低減される。
【００１２】
　また、本発明によれば、試薬の劣化による再測定等のオペレータの作業負担を軽減する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の自動分析装置の平面図。
【図２】本発明の他の例を示す自動分析装置の平面図。
【図３】本発明の自動分析装置の制御コンピュータ表示画面の詳細平面図
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下に本発明の実施例について、基本的な構成について、図面に基づいて詳細に説明す
る。図１は自動分析装置の平面図を示す。
【００１５】
　自動分析装置は、分析ユニット１０およびバッファユニット１１にて構成される。分析
ユニット１０側に、試薬保管庫Ａ２８および試薬保管庫Ｂ２９、試薬分注機構３７、試薬
分注機構３７に備えられた液量検出手段、バッファユニット１１側から受け渡された試薬
容器１２を試薬保管庫Ａ２８または試薬保管庫Ｂ２９へと搬送する試薬搬送機構２７、分
析ユニット１０から試薬容器１２を排出する試薬排出収納機構２６、および試薬情報の読
み取りと書き込みを行う試薬情報読み取り／書き込み機構Ｂ３５を備えている。バッファ
ユニット１１側には、補充用の試薬を一時保持しておく補充用試薬保管庫２０、補充用試
薬保管庫２０内に備えられた液量検出手段、試薬情報の読み取りと書き込みを行う試薬情
報読み取り／書き込み機構Ａ２１およびバッファユニット１１から試薬容器を排出する試
薬排出機構２５を備えている。この装置を用いて試薬容器１２の搬送手順を説明する。
【００１６】
　まず、オペレータが試薬容器１２を試薬投入機構２４に備えられた投入口に設置すると
、前記試薬容器１２は試薬投入機構２４により補充用試薬保管庫２０に搬入される。補充
用試薬保管庫２０に搬入された試薬容器１２には、試薬残量、ロット、使用期限等の情報
が記録された情報記録媒体３６、例えばＲＦＩＤのタグが貼付されており、その情報は、
補充用試薬保管庫２０の上側に設けられた試薬情報読み取り／書き込み機構Ａ２１により
読み取られ、制御コンピュータ３８内に記憶される。
【００１７】
　この時、試薬情報を読み取れないなど分析に使用できないと制御コンピュータが判断し
た試薬容器１２は、バッファユニット１１にある試薬排出機構２５により排出される。
【００１８】
　試薬補充要求の出された試薬は予め搭載されていた補充用試薬保管庫２０内で試薬キャ
ップ開栓機構２３のキャップ開栓位置に送られる。前記キャップ開栓位置にて試薬容器１
２の試薬キャップが開栓され、前記試薬キャップは試薬キャップ廃棄箱３４に廃棄される
。
【００１９】
　前記試薬キャップの開栓が完了した試薬容器１２は、補充用試薬保管庫２０内に備えら
れた液量検出手段により液量を計測され、制御コンピュータ３８内に記憶される。前記液
量の計測が終わった試薬容器１２は、補充用試薬保管庫２０内で試薬容器受け渡し位置へ
と送られ、試薬容器受け渡し機構２２により、分析ユニット１０へと送られる。
【００２０】
　なお、試薬交換のタイミングは試薬不足を起さない範囲であれば、試料の切れ間の空き
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サイクルや、第１の試薬分注と第２の試薬分注の間等を利用し実施する。どうしても間に
合わない場合は、試料サンプリングを中断し、中断前の試料への試薬分注終了後試薬搭載
を行う。いずれの場合も装置状態は分析中であり、装置を一時停止させ、試薬を補充する
ものではないため、分析中断の時間を短縮できる。
【００２１】
　分析ユニット１０へと受け渡された試薬カセット１２（以下、試薬ボトルとも称する）
は、分析ユニット１０に設けられた試薬回転機構３２に設置される。試薬回転機構３２で
は、試薬保管庫Ａ２８または試薬保管庫Ｂ２９への試薬カセット１２の搭載に必要な方向
に試薬ボトル１２の方向を変更する。方向を変えられた試薬ボトル１２は、試薬搬送機構
２７により、試薬保管庫Ａ２８または試薬保管庫Ｂ２９の試薬交換要求があった方に搬入
される。
【００２２】
　試薬搬送機構２７は試薬保管庫Ａ２８または試薬保管庫Ｂ２９に試薬ボトル１２を搬入
後、試薬残量が少なくなり交換対象の試薬容器１２を試薬保管庫Ａ２８または試薬保管庫
Ｂ２９から試薬排出収納機構２６へと排出する。試薬排出収納機構２６では、試薬容器１
２を前記試薬排出収納機構２６内の収納部３９ｂへ排出し、オペレータが取り出すまで、
試薬容器１２を収納する。
【００２３】
　本発明の別の一例として、図２を用いて詳細に説明する。
【００２４】
　図２は、別例を示す自動分析装置の平面図である。
【００２５】
　自動分析装置は、分析ユニット１０およびバッファユニット１１にて構成される。分析
ユニット１０側に、試薬保管庫Ａ２８および試薬保管庫Ｂ２９、試薬分注機構３７に備え
られた液量検出手段、およびバッファユニット１１側から受け渡された試薬容器１２を試
薬保管庫Ａ２８または試薬保管庫Ｂ２９へと搬送する試薬搬送機構２７を備えている。バ
ッファユニット１１側には、補充用の試薬を一時保持しておく補充用試薬保管庫２０、補
充用試薬保管庫２０内に備えられた液量検出手段、試薬情報の読み取りと書き込みを行う
試薬情報読み取り／書き込み機構３５、および試薬容器を排出する試薬排出機構２５を備
えている。この装置を用いて試薬容器１２の搬送手順を説明する。
【００２６】
　まず、オペレータが試薬容器１２を試薬投入機構２４に備えられた投入口に設置すると
、前記試薬容器１２は試薬投入機構２４により補充用試薬保管庫２０に搬入される。補充
用試薬保管庫２０に搬入された試薬容器１２には、試薬残量、ロット、使用期限等の情報
が記録されたＲＦＩＤのタグが貼付されており、その情報は、補充用試薬保管庫２０の上
側に設けられた試薬情報読み取り／書き込み機構Ａ２１により読み取られ、制御コンピュ
ータ３８内に記憶される。
【００２７】
　試薬補充要求の出された試薬は予め搭載されていた補充用試薬保管庫２０内で試薬キャ
ップ開栓機構２３のキャップ開栓位置に送られる。前記キャップ開栓位置にて試薬容器１
２の試薬キャップが開栓され、前記試薬キャップは試薬キャップ廃棄箱３４に廃棄される
。
【００２８】
　前記試薬キャップの開栓が完了した試薬容器１２は、補充用試薬保管庫２０内に備えら
れた液量検出手段により液量を計測され、制御コンピュータ内に記憶される。前記液量の
計測が終わった試薬容器１２は、補充用試薬保管庫２０内で試薬容器受け渡し位置へと送
られ、試薬容器受け渡し機構２２により、分析ユニット１０へと送られる。
【００２９】
　なお、試薬交換のタイミングは試薬不足を起さない範囲であれば、試料の切れ間の空き
サイクルや、第１の試薬分注と第２の試薬分注の間等を利用し実施する。どうしても間に
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合わない場合は、試料サンプリングを中断し、中断前の試料への試薬分注終了後試薬搭載
を行う。いずれの場合も装置状態は分析中であり、装置を一時停止させ、試薬を補充する
ものではないため、分析中断の時間を短縮できる。
【００３０】
　分析ユニット１０へと受け渡された試薬容器１２は、分析ユニット１０に設けられた試
薬回転機構３２に設置される。試薬回転機構３２では、試薬保管庫Ａ２８または試薬保管
庫Ｂ２９への試薬容器１２の搭載に必要な方向に試薬容器１２の方向を変更する。
【００３１】
　方向を変えられた試薬容器１２は、試薬搬送機構２７により、試薬保管庫Ａ２８または
試薬保管庫Ｂ２９の試薬交換要求があった方に搬入される。試薬搬送機構２７は試薬保管
庫Ａ２８または試薬保管庫Ｂ２９に試薬容器１２を搬入後、試薬残量が少なくなり交換対
象の試薬容器１２を試薬保管庫Ａ２８または試薬保管庫Ｂ２９から試薬回転機構３２と試
薬容器受け渡し機構２２を経由してバッファユニット１１へ送られ、試薬排出機構２５へ
と排出する。試薬排出機構２５では、試薬容器１２を前記試薬排出機構２５に備えられた
収納部へ排出し、オペレータが取り出すまで、試薬容器１２を収納する。
【００３２】
　次に、本発明における試薬容器に貼付されたＲＦＩＤに書き込まれる試薬情報について
、図１の実施例における試薬容器の搬送経路に沿って説明する。バッファユニット１１か
らの搬出経路、および分析ユニット１０からの搬出経路における試薬情報の書き込みを順
番に説明する。まず、バッファユニット１１からの搬出経路でＲＦＩＤに書き込む試薬情
報について、詳しく説明する。
【００３３】
　オペレータが試薬容器１２を試薬投入機構２４に備えられた投入口に設置すると、前記
試薬容器１２は試薬投入機構２４により補充用試薬保管庫２０に搬入される。補充用試薬
保管庫２０に搬入された試薬容器１２には、試薬種別、試薬残量、ロット、使用期限等の
情報が記録されたＲＦＩＤのタグが貼付されており、その情報は、補充用試薬保管庫２０
の上側に設けられた試薬情報読み取り／書き込み機構Ａ２１により読み取られ、制御コン
ピュータ３８内に記憶される。
【００３４】
　試薬容器１２が補充用試薬保管庫２０内へ投入されてから分析ユニット１０へ搬出され
るまでに、自動分析上で管理する試薬情報である、補充用試薬保管庫２０内への搭載経過
時間とその許容限界値，補充用試薬保管庫２０内の温度とその許容限界値、試薬容器１２
の開栓履歴，試薬容器の組合せ，試薬容器の液量、および分析回数を、コンピュータ３８
内に記憶する。以下、試薬情報について個別に説明する。
【００３５】
　ＲＦＩＤに書き込む試薬情報として、試薬容器１２が補充用試薬保管庫２０内へ投入さ
れてから分析ユニット１０へ搬出されまでの搭載経過時間を、制御コンピュータ内に記憶
する。前記搭載経過時間の計測は、試薬情報読み取り／書き込み機構２１において試薬容
器１２に貼付されたＲＦＩＤのタグが読み取られた時点から開始する。前記搭載経過時間
の計測開始は、試薬容器１２が試薬投入機構２４の試薬投入口に設置された時点が望まし
い。この搭載経過時間４１は、時間計測機能を備えた制御コンピュータにより計測される
。ＲＦＩＤに書き込む試薬情報は、前記搭載経過時間ではなく、設定された搭載経過時間
許容限界値から搭載経過時間を引いた、許容限界残時間でもよい。
【００３６】
　別のＲＦＩＤに書き込む試薬情報として、自動分析装置は補充用試薬保管庫２０内に温
度センサを備え、補充用試薬保管庫２０内の温度を、制御コンピュータ内に記憶する。自
動分析装置が起動している状態で、前記補充用試薬保管庫２０内の温度を常時計測してお
り、試薬情報読み取り／書き込み機構Ａ２１において試薬容器１２に貼付されたＲＦＩＤ
のタグが読み取られた時点から対象の試薬容器への計測を開始する。ただし、前記搭載経
過時間と同様に、計測開始は、試薬容器１２が試薬投入機構２４の試薬投入口に設置され
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た時点が望ましい。この温度４２は、補充用試薬保管庫２０内に備えられた温度センサに
よって計測される。
【００３７】
　前記搭載経過時間と前記補充用試薬保管庫２０内の温度について、後で詳しく説明する
。
【００３８】
　次に試薬補充の要求があると、試薬容器１２は補充用試薬保管庫２０内で試薬キャップ
開栓機構２３のキャップ開栓位置に送られる。前記試薬キャップの開栓が完了した試薬容
器１２は、試薬容器受け渡し機構２２により、分析ユニット１０へと送られる。
【００３９】
　試薬キャップ開栓機構２３には、試薬キャップ検知機構４０を備えている。前記試薬キ
ャップ検知機構４０でキャップがありと判定されると、試薬キャップ開栓機構２３にて試
薬容器１２の試薬キャップが開栓され、前記試薬キャップは試薬キャップ廃棄箱３４に廃
棄される。
【００４０】
　また、別のＲＦＩＤに書き込む試薬情報として、自動分析装置は試薬キャップの検知結
果と試薬容器１２の開栓履歴を、制御コンピュータ３８内に記憶する。試薬容器１２の開
栓履歴は、前記試薬キャップ開栓機構２３による開栓の成否を記憶する。
【００４１】
　別のＲＦＩＤに書き込む試薬情報として、自動分析装置は試薬情報読み取り／書き込み
機構Ａ２１により読み取られた情報のうち、試薬種別や使用期限等から試薬容器の組合せ
を決定する。試薬容器の組合せは、複数の試薬容器１２に搭載される試薬を使って分析を
する分析項目に関係する試薬情報で、この情報は測定前に必ず実施されるキャリブレーシ
ョン測定や実際の測定で使用する試薬容器の組合せとして利用される。
【００４２】
　例えば、オペレータが別の自動分析装置で使用した経歴のある試薬容器を自動分析装置
に移設する場合、オペレータが意図する試薬容器の組合せは決まっており、自動分析装置
がこの組合せを識別できるよう、試薬容器１２に貼付されたＲＦＩＤのタグに別の装置で
使用した試薬容器の組合せを書き込むことが必要となる。また、使用履歴のない、つまり
未開封の試薬容器であっても、自動分析装置がこの組合せを識別するために、分析に使用
する試薬容器の組合せを分析開始前に決定する必要がある。
【００４３】
　補充用試薬保管庫２０に投入された複数の試薬容器１２の中で試薬容器の組合せが存在
した場合、該当する試薬容器１２はバッファユニット１１から分析ユニット１０へ搬出さ
れる際、分析ユニット１０中の同一の試薬保管庫Ａ２８または試薬保管庫Ｂ２９へ搬送さ
れる。
【００４４】
　したがって、自動分析装置は試薬容器１２が試薬投入機構２４により補充用試薬保管庫
２０に搬入されると、試薬情報読み取り／書き込み機構Ａ２１により読み取った情報から
、分析に使用する試薬容器の組合せを決定する手段を備え、前記試薬容器の組合せを制御
コンピュータ３８内に記憶する。
【００４５】
　別のＲＦＩＤに書き込む試薬情報として、自動分析装置は、補充用試薬保管庫２０内に
備えられた液量検出手段により液量を計測し、前記試薬容器の液量を制御コンピュータ３
８内に記憶する。
【００４６】
　上記液量に関連する試薬情報として、前記液量から対象の試薬容器で分析可能な分析回
数を算出する手段を制御コンピュータ３８内に備え、前記分析回数を制御コンピュータ３
８内に記憶する。
【００４７】
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　試薬容器の液量と試薬容器の分析回数は、バッファユニット１１から搬出されるときに
書き込まれる試薬情報であるが、分析ユニット１０から搬出されるときにも書き込まれる
試薬情報であるので、後で詳しく説明する。
【００４８】
　これらの試薬情報は、試薬容器１２が補充用試薬保管庫２０から分析ユニット１０へ搬
出される直前に、または試薬容器１２が補充用試薬保管庫２０から試薬排出機構２５に備
えられた収納部３９ａへ搬出される直前に、補充用試薬保管庫２０の上側に設けられた試
薬情報読み取り／書き込み機構Ａ２１から書き込まれる。
【００４９】
　次に、試薬容器１２に貼付されたＲＦＩＤのタグに書き込まれる試薬情報のうち、補充
用試薬保管庫２０内の搭載経過時間と補充用試薬保管庫２０内の温度について、詳しく説
明する。
【００５０】
　試薬容器１２のＲＦＩＤ読み取り情報に補充用試薬保管庫２０内の搭載経過時間に前回
値が含まれれば、搭載経過時間の累積（前回値と今回値の和）を、制御コンピュータ内に
記憶する。前回値には書き込み履歴のない初期値の他、試薬情報読み取り／書き込み機構
Ａ２１により書き込まれた値が含まれる。また、前記搭載経過時間がＲＦＩＤのタグに書
き込まれた場合、補充用試薬保管庫２０内の搭載経過時間の初期値は更新される。
【００５１】
　前記搭載経過時間に関連する試薬情報として、試薬容器１２が補充用試薬保管庫２０内
へ投入された時刻、および搭載経過時間の許容限界値を超えた時刻がある。同様に、前記
補充用試薬保管庫２０内の温度に関する試薬情報として、温度の許容限界値がある。
【００５２】
　自動分析装置は前記搭載経過時間の許容限界値を備え、前記搭載経過時間の許容限界値
を超えた時刻を、制御コンピュータ３８内に記憶する。
【００５３】
　前記搭載経過時間の許容限界値は、保冷状態における試薬の有効期限と同様に、分析項
目毎に初期値として設定されている。分析項目によるが、０～２４の数値で時間単位、も
しくは、０～１４４０の数値で分単位、で設定されてもよい。
【００５４】
　前記搭載経過時間の許容限界値は初期値として設定されているが、各施設における環境
条件，季節条件などを考慮し、それぞれの環境条件やオペレータの試薬管理意識に則した
、より高度な試薬管理のために、オペレータが表示画面等から編集可能としてもよい。
【００５５】
　前記温度の許容限界値がＲＦＩＤのタグに記録されている場合、補充用試薬保管庫２０
の上側に設けられた試薬情報読み取り／書き込み機構Ａ２１によりＲＦＩＤのタグを読み
取った時点を起点として、自動分析装置は補充用試薬保管庫２０内の温度と温度の許容限
界値を比較する。
【００５６】
　一方、自動分析装置が前記温度の許容限界値を記憶している場合、試薬容器１２が補充
用試薬保管庫２０へ投入された時刻を起点として、補充用試薬保管庫２０内の温度と温度
の許容限界値を比較する。温度比較は、ＲＦＩＤのタグを読み取った時点から開始しても
良い。
【００５７】
　前記温度の許容限界値に関連した試薬情報として、自動分析装置は、補充用試薬保管庫
２０内の温度が該許容限界値を超過した時刻を起点とし、温度が該許容限界値未満となっ
た時刻を終点とした温度異常での搭載経過時間を記憶し、前記温度異常での搭載経過時間
の累積を、制御コンピュータ３８内に記憶している。
【００５８】
　もし、試薬容器のＲＦＩＤ読み取り情報に前記温度異常での搭載経過時間の前回値が含
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まれれば、累積（前回値と今回値の和）を書き込む。前回値には書き込み履歴のない初期
値の他に、試薬情報読み取り／書き込み機構Ａ２１により書き込まれた値が含まれる。試
薬容器１２に貼付されたＲＦＩＤのタグに試薬情報読み取り／書き込み機構Ａ２１から書
き込まれた場合、補充用試薬保管庫２０内における温度異常での搭載経過時間の初期値は
更新される。
【００５９】
　次に、本発明における試薬容器に貼付されたＲＦＩＤに書き込む試薬情報のうち、分析
ユニット１０からの搬出経路でＲＦＩＤに書き込む試薬情報について、詳しく説明する。
【００６０】
　試薬容器１２が試薬保管庫Ａ２８および試薬保管庫Ｂ２９へ投入されてから試薬排出収
納機構２６に備えられた収納部３９ｂへ排出されるまでに、自動分析上で管理する試薬情
報である、試薬保管庫Ａ２８および試薬保管庫Ｂ２９への搭載経過時間とその許容限界値
，前記試薬保管庫内の温度とその許容限界値，試薬容器１２の開栓履歴、試薬容器の組合
せ、試薬容器の液量、および分析回数を、制御コンピュータ３８内に記憶する。以下、試
薬情報について個別に説明する。
【００６１】
　まずＲＦＩＤに書き込む試薬情報として、試薬容器１２が試薬保管庫Ａ２８、または試
薬保管庫Ｂ２９へ投入されてから搬出されまでの搭載経過時間を、制御コンピュータ３８
内に記憶する。前記搭載経過時間の計測は、試薬容器１２が試薬保管庫Ａ２８、または試
薬保管庫Ｂ２９に投入された時点が望ましい。
【００６２】
　自動分析装置は試薬保管庫Ａ２８、または試薬保管庫Ｂ２９に温度センサを備え、別の
ＲＦＩＤに書き込む試薬情報として、試薬保管庫Ａ２８、または試薬保管庫Ｂ２９の温度
を、制御コンピュータ３８内に記憶する。自動分析装置が起動している状態で前記温度を
常時計測している。
【００６３】
　試薬保管庫Ａ２８と試薬保管庫Ｂ２９における前記搭載経過時間や前記温度は、補充用
試薬保管庫２０と同様に、それぞれ許容限界値を備え、許容限界値を超えた時刻を、制御
コンピュータ３８内に記憶する。
【００６４】
　もし、試薬容器のＲＦＩＤ読み取り情報に前記搭載経過時間の前回値が含まれれば、搭
載経過時間の累積（前回値と今回値の和）を、制御コンピュータ３８内に記憶する。前回
値には書き込み履歴のない初期値の他、試薬情報読み取り／書き込み機構Ｂ３５により書
き込まれた値が含まれる。また、前記搭載経過時間がＲＦＩＤのタグに書き込まれた場合
、前記搭載経過時間の初期値は更新される。
【００６５】
　また、前記温度の許容限界値に関連した試薬情報として、試薬保管庫Ａ２８、または試
薬保管庫Ｂ２９の温度が該許容限界値を超過した時刻を起点とし、温度が該許容限界値未
満となった時刻を終点とした温度異常での搭載経過時間と、前記温度異常での搭載経過時
間の累積（前回値と今回値の和）を、制御コンピュータ３８内に記憶している。
【００６６】
　もし、試薬容器のＲＦＩＤ読み取り情報に前記温度異常での搭載経過時間の前回値が含
まれれば、前記温度異常での搭載経過時間の累積（前回値と今回値の和）を、書き込む。
前回値には書き込み履歴のない初期値のまた、前記搭載経過時間がＲＦＩＤのタグに書き
込まれた場合、試薬保管庫Ａ２８、または試薬保管庫Ｂ２９における温度異常での搭載経
過時間の初期値は更新される。
【００６７】
　別のＲＦＩＤに書き込む試薬情報として、自動分析装置は、試薬保管庫Ａ２８、または
試薬保管庫Ｂ２９へ搬入された試薬容器１２に対して、試薬分注機構に備えられた静電容
量方式などによる試薬容器の液量を検出する液量検出手段を備え、前記液量を制御コンピ
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ュータ３８内に記憶する。
【００６８】
　上記液量に関連する試薬情報として、自動分析装置は、対象の試薬容器で分析可能な分
析回数を算出する手段を制御コンピュータ内に備え、前記分析回数を制御コンピュータ３
８内に記憶する。
【００６９】
　本発明の実施例おいてＲＦＩＤに書き込む試薬情報は、別の自動分析装置において継続
使用可能な試薬情報である、試薬容器の液量，分析回数の他に、上述の実施例で記載した
試薬容器の開栓履歴、試薬容器の組合せが含まれる。
【００７０】
　これらの試薬情報は、試薬容器１２が試薬保管庫Ａ２８、または試薬保管庫Ｂ２９から
試薬排出収納機構２６に備えられた収納部３９ｂへ排出された直後に、試薬容器１２に貼
付されたＲＦＩＤのタグに試薬情報読み取り／書き込み機構Ｂ３５から書き込まれる。
【符号の説明】
【００７１】
１０　分析ユニット
１１　バッファユニット
１２　試薬容器
２０　補充用試薬保管庫
２１　試薬情報読み取り／書き込み機構Ａ
２２　試薬受け渡し機構
２３　試薬キャップ開栓機構
２４　試薬投入機構
２５　試薬排出機構
２６　試薬排出収納機構
２７　試薬搬送機構
２８　試薬保管庫Ａ
２９　試薬保管庫Ｂ
３０　試薬投入口Ａ
３１　試薬投入口Ｂ
３２　試薬回転機構
３３　反応機構
３４　試薬キャップ廃棄箱
３５　試薬情報読み取り／書き込み機構Ｂ
３６　情報記録媒体
３７　試薬分注機構
３８　制御コンピュータ
３９ａ　排出された試薬容器の収納部
３９ｂ　排出された試薬容器の収納部
４０　試薬キャップ検知機構
４１　搭載経過時間
４２　温度
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